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例  言

1.本報告書は,株式会社ユーリックホームが施工する宅地造成工事に伴 う発掘調査報告書で,高松

市多肥上町に所在する松林遺跡 (ま つばやしいせき)の報告を収録 した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次の通 りである。

調 査 地 :高松市多月巴上町 1200ほか

発掘調査 :平成 16年 4月 1日～平成 16年 4月 12日

整理作業 :平成 16年 4月 14日 ～平成 16年 9月 30日

3.発掘調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当し,そ の費用は株式会社ユーリックホームが全額

負担 した。

4.発掘調査は高松市放育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が担当し,中西克也 (讃岐文

化遺産研究会)と 大朝利和が補佐をし,整理作業は大嶋が担当した。

5。 本報告書の執筆・編集は大嶋が行った。

6。 発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々からご

狭示を得た。記して厚 く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)

香川県教育委員会,片桐孝浩,佐藤竜馬,林田真典,松本和彦

7.発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚 く謝意を表すものであ

る。 (敬称略)

阿部亮太 。川嶋一成 。中村茂央 (徳島文理大学)

8.挿図として,国土地理院発行 1/25,000地形図「高松南部」を一部改変して使用した。

9。 本報告の高度値は海抜高を表し,方位は世界測地系の北を示す。

10。 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。

SB:掘立柱建物 SD:溝  SK:土九 SP i柱穴

H.発掘調査で得られたすべての資料は高松市毅育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査 の経 緯

株式会社ユーリックホームが計画する宅地造成工事に関し,予定地内における埋蔵文化財包蔵地の有無につ

いて照会があった。高松市教育委員会では工事予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である松林遺跡に隣接 し、

その集落遺跡から続 く微高地上に所在 していることから集落域が広がっている可能性が高いと考え、株式会

社ユーリックホームに対し,「周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが,包蔵地に隣接 していることから,遺跡

が存在する可能性が極めて高 く,工事着手後に遺跡が発見された場合は工事の進捗に多大な影響をえばす可

能性 もあるため,工事着手前に試掘確認調査を実施することが望ましい。」 と説明を行い,任意協力をお願

いしたものである。

株式会社ユーリックホームと協議の結果,事前に試掘調査を実施することで合意した。宅地造成工事の内,

宅地部分については盛土を行うことから地下遺構に影響は無いが,道路部分については掘削を伴い地下遺構

に影響を及ぼす可能性が高 く, また永久構造物 となることから,道路部分の 1,350m2を 対象地 とし,平成

16年 3月 29日 に試掘調査を実施 した。12本の トレンチ調査の結果,全 トレンチで弥生時代～江戸時代に

かけての遺構・遺物を確認することができた。高松市教育委員会は平成 16年 3月 31日 に香川県教育委員

会に対 し確認調査結果を送付するとともに,土地所有者兼造成工事の施工者である株式会社ユーリック興産

から提出された埋蔵文化財発掘の届出 (文化財保護法第 57条の 2第 1頂)を進達 した。同日に,香川県教

育委員会より,周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について,発掘調査実施の旨の回答が高松市教育

委員会にあり,株式会社ユーリック興産に伝達 した。

これを受け,高松市教育委員会は株式会社ユーリックホームと試掘調査結果をもとに協議を行った結果,

遺構の希薄な第 1。 第 11・ 第 12ト レンチを除 く,第 2～第 10ト レンチ部分の約 800m2について工事着手

前に発掘調査を実施することで合意し,平成 16年 3月 31日 に埋蔵文化財調査協定書を締結 した。業務名は「宅

地造成工事に伴 う埋蔵文化財調査管理業務」 とし,高松市教育委員会は発掘調査 。整理作業の実務を行い
,

その費用負担および契約・支払事務については株式会社ユーリックホームが行 うこととした。平成 16年 5

月 20日 が造成工事完了予定であったことから,株式会社ユーリックホームから発掘調査の早期着手を求め

られ,協議の結果,4月 1日 ～ 14日 を発掘調査期間,4月 15日 ～平成 17年 3月 31日 を整理作業期間と

した。結果的には,平成 16年 9月 30日 に全作業を完了した。

第 2節 調査 の経過

発掘調査は平成 16年 4月 1日 から開始 した。調査終了箇所から工事を実施 してい くため,事前の施工業

者 との打ち合わせにより,北東部から調査を終了させていくこととなり,調査区の北東部を 5日 間,南東部

から南部を 5日 間,西部を4日 間の工程で調査を実施することで合意した。幸いにも好天に恵まれ,調査区

の北東部は 4月 5日 ,南西部から南部については4月 8日 にそれぞれ調査を終了し,4月 12日 に全体の調

査が終了した。

第 3節 整 理作 業 の経過

整理作業は平成 16年 4月 15日 から実施 し,7月 31日 に整理作業は終了した。その後,報告書執筆作業を行つ

た。詳 しい工程表は以下のとおりである。

表 1整理作業工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月

洗 浄

接合 。復元

実 浪」

トレース

報

レイアウト

韓 ・ イ偏 移 驀

-1-
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地 理 的環 境

高松市は香川県の中央やや東寄 りに位置 し,市域の大部分は讃岐平野の一部を形成する高松平野が広がっ

ている。南部に讃岐山脈の北縁がかか り,東部に屋島,立石山塊,南西部に石清尾山,浄願寺山,白峰,堂
山の山系が連なる。いずれも讃岐山脈の基盤である洪積台地 と同じ地層からなるメサ,あ るいはビュー ト型

の溶岩台地で,20～ 300mの低い山地である。北方はひらけ,瀬戸内海に面 し,男木島,女木島,大槌島,

小槌島などの島をも市域に合み,備讃瀬戸を挟んで岡山県 と対峙する。

高松平野は,讃岐山脈より流れ出た諸河川が運んだ土砂によって形成された沖積平野である。高松平野に

は,西から本津川,香東川,御坊川,詰田川,春 日川,新川 といった河川が北流 しているが,なかでも香東

川が平野の形成に最も大きな影響を又ばしており,現存の春日川以西が香東川による沖積平野 といわれてい

る。現在,石清尾山塊の西側を直線状に北流する香東川は 17世紀初めの河川改修によるもので,それ以前

には現在の香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側から回 り込んで,平野中央部を東北流す

るもう一本の主流路が存在 していた。この旧流路は,現在では水田地帯及び市街地の地下に埋没 してしまっ

ているが,空中写真等から,林から木太地区にかけての分ヶ池,下池,長池,大池,ガラ池を結ぶ流路等数

本の旧河道が知られており,発掘調査でもその痕跡が確認されている。なお,17世紀の廃川直前の流路は,

御坊川 として今でもその名残 りをとどめている。

高松平野を流れる諸河川は,南の讃岐山脈から平野での流入口で穏やかな傾斜を持つ扇状地形の沖積平野

を形成 し,農耕に適 した地味豊かな土壌をもたらしたが,諸河川の中流域は伏流 し,表層は涸れ川になるこ

とが多 く,早 くからため池を造築 して水不足を解消してきた。山間の洪積台地 と洪積層の境目に多 くのため

池が分布する。これらのため池は,年間 1,000mm前後 と降水量の乏 しい讃岐平野において農業用水確保の

ために不可欠なものである。また,今回の調査地である多肥地区周辺は,ため池に加えて出水 (ですい)と

呼ばれる自噴地下水脈の利用が盛んで,両者を併用 した特徴的な配水網 と厳格な水利慣行を伝えてきた。調

査地周辺では,栗木出水,平井出水,鈴木出水等が見 られる。 しかし,昭和 50年の香川用水の通水によっ

て,一帯は二郎池の受益範囲に取 り込まれ,農業用水の確保の不安が払拭された反面,地元水源を核 とした

水利慣行が急速に消滅するとともに,ため池や出水の水源自体もその役割を失いつつある。

第 2節 歴 史 的環 境

高松平野では, ここ 10数年間の大規模な開発事業 (高松東道路建設事業,空港跡地開発事業等)の事前

調査により,遺跡数が飛躍的に増大 しつつある。特に,今回の調査地の多肥上町松林周辺においては,香川

県立桜井高等学校や都市計画道路の建設等に伴 う発掘調査が行われ,面的に遺跡の広が りや内容が判明して

いる地域である。高松平野の歴史的環境は他の報告書に譲ることとし,こ こでは周辺の調査について述べる。

旧石器・縄文時代の遺跡は,今回の調査地周辺では遺跡は知 られていない。松林遺跡や多肥松林遺跡の旧

河道中からわずかに縄文時代晩期の遺物が出土 している程度である。当該期の遺跡は高松平野全体でもほと

んど知られておらず,不明な点が多い。

弥生時代前期になると,多肥松林遺跡で溝が検出されているほか,松林遺跡では集石遺構が見られる。中

期中葉になると,香川県立桜井高等学校の中心部を南から北へ流れる自然河道が埋没を始めている。この流

路から土器 とともに,鳥形木製品,木製農具等が出土している。流路の両岸には掘立柱建物や堅穴住居が営

まれており,特に流路東側の集落域は日暮・松林遺跡まで広がっている。この時期には多胆松林遺跡の北西

部において洪水砂層,松林遺跡において地震の液状化現象である噴礫が認められ,自然災害があったことを

物語っている。中期後半～後期前半には遺構 。遺物 ともほとんど見られない。後期後半には日暮 。松林遺跡

において竪穴住居が多数検出されている。

弥生後期中葉以降には,幅 5m程度の濯漑水路が多数掘削されており,古墳時代前期で埋没するものもあ

るが,古墳時代後期までの遺物を合む溝も存在する。また, 日暮・松林遺跡や多胆宮尻遺跡においては古墳

時代中期末～後期前半の上器や木製品を包合する自然河道が検出されている。一方,古墳時代の集落域や古

墳については不明である。
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平安時代には周辺の自然河道の埋没がほぼ完了しており,多肥松林遺跡において掘立柱建物や溝が掘削さ

れており,溝からは斎串が多量に出上している。

中 。近世においては条里地割の溝や掘立柱建物が検出されている。特に松林遺跡では香川郡の一条 と二条

の条界溝が検出されている。また, 日暮・松林遺跡においては多量の瓦器婉が出上している。

周辺の調査履歴 (～2004.6.30)

醜 調査期間 離 ヨ囃 関 爺

松椎 勤 鱚鞘 ) 1995.5 19ハ V1995。 11 8 1,000� 高松市教育委員会

松林遺跡 (宅蜘 2004 4 1か Ψ2004.4 12 800 nr 高松市教育委員会 擢

刻 巴松猟 勤 卜(訥 1993 4 26ハ V1994 9 6 17,600 nf 恨つ 香川県埋蔵文化財調査センター 3´
‐ヤ5

多肥松林遺跡 (高松土村 1994 10.1か Ψ1995,3.31 5,900 nf 倶つ 否川県□読期限鞠厭 ンター 6

多肥松林遺跡 (県道 ) 1997.4.1-1997 12.31 7,000 nf 倶つ 香川県埋蔵文イ限凋陛 ンター 7

日暮 。松林遺跡 榔市辞涸適路) 1993.11,15′ V`1995,9,29 ■,600だ 高松市教育委員会 8～■

日暮 。松林遺跡 (済生会) 2002.5 12ハ Ψ2002 7.31 2,200 nf 高松市教育委員会 12ハ▼14

日暮 。松林遺跡 9妻白 2004 5 12 ２
ｍ 高松市教育委員会 ヌぐ干J

日暮・松林遺跡 (特養ホーム) 2004.62♂編局査中 1,500だ 高松市教育委員会 ラボミ司二U

多肥宮尻遺跡 (都市計画道路) 1997 4 1ハヤ1999.9,30 12.245 nf 餓 香川県埋蔵文イ嵌桐厭 ンター 15-17

既存報告書

松林遺跡

1.「松林遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』香川県教育委員会 1996

2.『香川県立高松桜井高校周辺通学路整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書松林遺跡』高松市教育委員会 1996

多肥松林遺跡

3.『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡平成 5年度』香川県教育委員会 1994

4.『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡鹿伏・中所遺跡平成6年度』香川県教育委員会 1995

5.『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 1冊 多肥松林遺跡』(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1999

6.『高松土木事務所新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡』香川県教育委員会 1995

7。 「多肥松林遺跡」『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成 9年度』(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1998

日暮 。松林遺跡

3.「 日暮 。松林遺跡J『香川県埋蔵文化財調査年報平成 5年度』香川県教育委員会 1994

9.「 日暮・松林遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報平成 6年度』香川県教育委員会 1995

10。 「日暮・松林遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報 平成 7年度』香川県教育委員会 1996

H.『都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 日暮・松林遺跡』高松市教育委員会 1997

12.「 日暮・松林遺跡」『高松市内遺跡発掘調査概報平成 14年度』高松市教育委員会 2003

13.「 日暮 。松林遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報 平成 14年度』香川県教育委員会 2003

14.『香川県済生会病院移転新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 日暮・松林遺跡 (済生会)』 高松市教育委員会 2003

多肥宮尻遺跡

15.「 多肥宮尻遺跡」『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成 9年度』(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1998

16.「 多肥宮尻遺跡」『県道関係埋蔵文化財発掘調査槻報 平成 10年度』(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1999

17.「 多肥宮尻遺跡」『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報平成 11年度』(財)香川県埋蔵文化財調査センター 2000
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第 3章 調査成果

第 1節 調査 の方法

調査地の北側は平成 7年度に調査を実

施した通学路 (市道多肥上町 51号線)に
面しており,宅地造成部分の道路は宅地造

成地の外周にあたることから,調査区は北

側が開いたコの字となった。なお,調査終

了部分から造成工事を行っていくことか

ら,北東部,南東部,南部,西部の4地区

に分け,順次調査を行った。

試掘調査時に,調査地北端では近世の遺

構面を確認していたが,調査期間が短 く,

試掘調査においても溝 1条 しか検出して

いなかったことから,近世の遺構面の調査

は実施せず,重機により地山面まで掘り下

げ,遺構検出にあたった。調査区の幅が4

～ 5mの調査であるが,現況の地割りに合

わせて,10mの グリッド設定を行い,測量・

遺物の取り上げを行った。測量は平板測量

による1/50図化を基本としたが,主要

遺構や遺物の出土状況図,土層断面図等は

適宜手書きによる 1/10及 び 1/20図
化を行った。なお,調査終了後に宅地造成

工事で使用する4級座標を基準に座標計

算を行い,座標との整合を測った。

第 2節 調査地 の概要 と基本層序

調査地の調査前の状況は,南北 2枚の

水田となっており,標高は南側の水田が約

22,3m,北側が約 22,Omを測る。遺構面

の標高は南端で約 22.lm,北端で約 21.4

mを測り,高低差は70cmで ,北側に向かっ

て緩やかに下がる地形である。

洋製

調査区がコの字であることから,土層図

は北東部決び南東部の西面,南部の北面 ,

西部の西面の 3面で作成 した。南部では,

厚さ約 20cmの耕作土直下において地山

の浅黄色シル ト～粘土層が検出された。南東

部や西部の南半では耕作土層の下層に厚さ数 cmのにぶい橙色及びにぶい黄褐色砂混粘質上の床土層が堆積

している。北東部や西部北半においては, この木土層の下層に弥生土器等を合む褐灰色砂混粘質上の包合層

が堆積 しており,北側ほど堆積層が厚 くなっている。

遺構面は包合層上面 と地山となる浅黄色シル ト～粘土層上面の 2面において確認した。なお,包合層上面

の遺構面は先述のとおり,試掘調査時に近世の溝 1条のみであつたことから, この面での遺構調査は実施 し

なかった。地山上面での検出遺構は,溝 24条,上九 20基,掘立柱建物 2棟を合むピット79基である。出

土遺物は弥生土器,土師器,須恵器,木器,石器などヨンテナ 10箱分の上器が出上した。

0                        20m

第 3図 調査区グリッド割図
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10m

第 4図 調査区平面図 (SE1/250)
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第 8図 遺構配置図④ (S〓 1/100)
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第 3節 遺構

SBl(第 17図 )

調査区北東端で検出した掘立柱建物である。南北 2間 (2.5m),東西 3間 (2.9m)以 上,床面積 7.25m2

以上で,建物主軸方位はN-80° 一Wである。掘立柱建物を構成する柱穴は直径 15～ 30cmの 円形ない

し楕円形を呈し,直径 10～ 15cmの柱痕を検出した。いずれの柱穴も,柱痕埋土は黒褐色砂混粘質上で,

掘方埋土は黄褐色砂混粘質上である。染間の柱間は 1.25mと 均等であるのに対し,桁行は70cm～ 1.2m

と不均衡である。いずれの柱穴からも遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,概ね条里地割に

合致していることから,条里制施行以後の遺構と考えられる。

L=21.500m

掲

褐
黒
黄

確
開

噛　・５Ｙ
ｌ

２

１

２

砂混粘質土

砂混粘質土
0                    2m

第 17図 SBl平・断面図

SB2(第 18図 )

調査区西部中央で検出した掘立柱建物である。南北 1間 (2m),東西 2間 (3.5m)以上,床面積 7m2以

上で,建物主軸方位はN-80° 一Wである。掘立柱建物を構成する柱穴は直径 15～ 25cmの 円形ないし

楕円形を呈する。いずれの柱穴も,埋土は黒褐色砂混粘質上の単層である。いずれの柱穴からも遺物は出土

しておらず,詳細な時期は不明であるが,弥生終末期の遺物をわずかに合む SD3・ 4の上面から掘り込んで

おり,概ね条里地割に合致していることから,条里制施行以後の遺構と考えられる。

Ｆ＝時ユ・い００ヨ〓
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第 18図  SB2平・断面図

SKl(第 19図 )

調査区北東部で検出した土菟である。平面形態は瓢箪形を呈 し,長辺 1,08m,短辺 80cm,深 さ5cmを測る。

埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出上しておらず,時期は

不明である。

SK2(第 19図 )

調査区北東部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈 し,長辺 2.2m,短辺 66cm,深さ7cmを測る。

埋上は灰黄褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出上しておらず,時期

は不明である。

SK3(第 19図 )

調査区北東部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径 1.44m,短径 1.16m,深さ 5cm
を測る。埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出上しておらず,

時期は不明である。
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SK4(第 19図 )

調査区北東部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺 1,26m以上,短辺 64cm,深 さ 1lcm

を測る。埋上は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出土しておらず,

時期は不明である。

SK5(第 19図 )

調査区北東部で検出した上坑である。平面形態はやや不整形ではあるが円形を呈し,長計 1.7m,短辺 1.6m,

深さ 6cmを測る。埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出土

しておらず,時期は不明である。

SK6(第 19図 )

調査区北束部で検出した土坑である。東半が調査区外に延びるため平面形態は不明であるが,長辺 lm以上,

短辺 lm,深さ6cmを測る。埋土は黒褐色砂混粘質土の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺

物は出上しておらず,時期は不明である。

SK7(第 19図 )

調査区北東部で検出した上坑である。SK5・ 6に切 られているが,平面形態は楕円形を呈すると考えられ,

長径 1.lm,短径 62cm,深 さ3cmを測る。埋土は暗褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の

堆積である。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

SK8(第 20図 )

調査区北東部で検出した土坑である。平面形態は側濤の掘削によって西辺が不明であるが,やや不整形な

長方形を呈すると考えられ,長辺 4.06m,短辺 1.9cm,深 さ8cmを測る。埋土は褐灰色砂混粘質上の単層

であるが,全体に焼上を合んでいた。断面形状は浅いレンズ状の堆積である。

遺構の床面直上で,遺物が出上 しており,第 20図に掲載 した。 1・ 2は弥生土器の甕である。外面はマメ

ツのため調整不明であるが,内面は縦方向に板ナデが施されている。3・ 4は弥生土器の壺の体部である。3

は外面ナデ,内面指頭圧のちヨヨハケで,外面に櫛原体による列点文が施されている。4は外面ナデのち体

部最大径部分のみヨヨヘラミガキを施 しており,内面指頭圧である。5は弥生土器の壺の顕部である。直立

する顕部最下段に押圧突帯を 1条巡 らせている。外面粗いタテハケ,内面指頭圧である。6は弥生土器の広

口壺である。外面粗いタテハケのち体部最大径付近のみヨヨヘラエガキ,内面タテハケのち指頭ナデである。

Slはサヌカイ ト製の削器である。剥片の背部を調整 しただけのものである。出土遺物から弥生中期中葉の

遺構 と考えられる。

SK9(第 21図 )

調査区北東部で検出した土坑である。東辺が調査区外に延びるが,平面形態は方形を呈すると考えられ,

長辺 1.54m以 上,短辺 1.52m,深 さ3cmを測る。埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレン

ズ状の堆積である。土坑の床面において SP34。 35。 36の 3基のピットを検出した。遺物は出土しておらず,

時期は不明である。

SK10(第 21図 )

調査区北東部で検出した上坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 2.26m,短径 1.5m,深さ8cmを測る。

埋土は黒褐色砂混粘質土の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出土 しておらず,時期は

不明である。

SKll(第 21図 )

調査区北東部で検出した土坑である。東半が調査区外に延びるため平面形態は不明であるが,長辺 2.36

m以上,短辺 94cm以 上,深さ3cmを測る。埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ

状の堆積である。遺物は出上しておらず,時期は不明である。
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SK12(第 21図 )

調査区北東部で検出した土坑である。東辺が調査区外に延びるが,平面形態は隅丸方形を呈すると考えら

れ,長辺 1.8m,短辺 1.6m以上,深さ 1lcmを 測る。埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅い

レンズ状の堆積である。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

SK13(第 21図 )

調査区北東部で検出した土坑である。東半が調査区外に延びるが,平面形態は楕円形を呈すると考えられ,

長辺 90cm以 上,短辺 80cm,深 さ 10cmを 測る。埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅い逆台

形を呈する。遺物は出上 しておらず,時期は不明である。

SK14(第 21図 )

調査区東部中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈 し,長径 64cm,短径 60cm,深 さ2cmを測る。

埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出上 しておらず,時期は

不明である。

SK15(第 21図 )

調査区東部中央で検出した土坑である。SD8。 9に切 られており,平面形態は不明であるが,長辺 1,12m,

短辺 60cm以 上,深さ 15cmを 測る。埋土は褐灰色シル トの単層で,断面形状はレンズ状の堆積である。遺

物は出上 しておらず,時期は不明である。

SK16(第 22図 )

調査区東部中央で検出した土坑である。SD9。 10に切 られており,平面形態は不明であるが,長辺 2.62m,

短辺 1,4m以上,深 さ5cmを 測る。埋土は暗灰黄色砂混粘質土の単層で,断面形状はレンズ状の堆積であるが,

東半がやや深 くなっている。

出土遺物は第 22図 7の弥生土器の甕 1点だけである。外面タテハケ,内面指頭圧である。古墳時代の溝

SD9。 10に切 られており,弥生終末期の遺構 と考えられる。

SK17(第 23図 )

調査区南東部で検出した土九である。平面形態は長方形を呈 し,長辺 1。 lm,短辺 62cm,深さ2cmを測る。

埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。遺物は出上 しておらず,時期は

不明である。

SK18(第 23図 )

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 1.28m,短径 92cm,深 さ29cm
を測る。埋土は灰白色砂混粘質上の単層で,断面形状はU字である。遺物は出上 しておらず,時期は不明

であるが,近世の濤であるSD5の埋土 と似ることから,近世以降の遺構の可能性が考えられる。

SK19(第 23図 )

調査区南西部で検出 した土坑である。平面形態は長方形 を呈 し,長辺 1.02m,短辺 48cm,深 さ 18cm

を測 る。埋土 は灰黄褐色砂混粘質上の単層で,断面形状 は U字である。遺物 は出上 してお らず,時期 は不

明である。

SK20(第 23図 )

調査区西部中央で検出した土坑である。SD17に切 られており,平面形態は不明であるが,長辺 90cm以上,

短辺 88cm,深 さ 5cmを測る。埋土は黄灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いレンズ状の堆積である。

遺物は出上しておらず,時期は不明である。

SPl(第 24図 )

調査区北東端で検出したピットである。東半が調査区外に延びるため,平面形態は不明であるが,長辺

70cm,短辺 30cm以上,深さ22cmを測る。埋土は黄灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は逆台形である。

-26-



SK9

SKll

SK10

_                         哩 暫 00m

l 10YR 4/2 灰黄褐 砂混粘質土 性___単 ___」
m

辮
ゝ

1 10YR 3/2 黒褐 砂混粘質土

一市章==士=茅T里°00m

0                1m

l 10YR 3/2 黒褐 砂混粘質土

0        1m

l 10YR 3/2 黒褐 砂混粘質土

L=22.000m

―
||!|〒〒イ■・

―里る00m

o              l rn

l 10YR 3/2 黒褐 砂混粘質土

l         L〓 22.000m
―

    
―

0        1m
I   I  「

1 10YR 4/4 掲灰 砂混粘質土

第21図 検出土坑平・断面図②

0        1m

10YR 5/E 褐灰 粘質シル ト

-27-



0              10cm

1 2.5 Y5/2 暗灰黄 砂混粘質土

0        1m

L〓21.900m
―

                                        

―

第 22図 SK16平・断面図及び出土遺物実測図

出土遺物は第 24図に掲載した。

8は 弥生土器の甕である。外面

ナデのち下半のみヘ ラミガキ,

内面指頭圧のちヨコハケである。

体部外面には波状の列点文を 2

列巡 らせている。9は 弥生土器

の甕の口縁部である。内外面 と

もナデである。10は 弥生土器の

底部である。外面タテヘラミガ

キ,内面タテハケである。底面

は板ナデ状の幅広い ミガキが施

されている。S2はサヌカイ トの

剥片である。出土遺物か ら弥生

中期の遺構 と考えられる。

SP15(第 25図 )

調査区北東部で検出したピット

である。平面形態は円形を呈 し,

長径 52cm,短 径 50cm,深 さ

29cmを 測 る。埋土は黄灰色砂

混粘質上の単層で,断面形状は

逆台形である。

出土遺物は第 25図に掲載 した。

11は 弥生土器の底部で,外面タ

テヘラミガキ,内面指頭圧のち

タテヘラケズリである。 12も 弥

生土器の底部で,外面タテヘラ

ミガキ,内面指頭圧である。出

土遺物か ら弥生中期の遺構 と考

えられる。
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SDl(第 26図 )

調査区東部中央で検出した溝である。幅

1,98m,検 出長 4.8m,深 さ 10cmを測る。

埋土は黒色粘上の単層で,断面形状は逆台

形である。

出土遺物は第 26図 13の弥生土器広口壷

の顕部だけである。外面タテハケ,内面指

頭圧で,内面に接合痕が残る。弥生終末期

の遺物である。

SD2(第 27図 )

調査区東部中央で検出した溝である。幅

ユ。2m,検出長 3.38m,深さ 50cmを測る。

埋土は 7層 に分層でき,断面形状は U字
である。第 1層 は灰黄褐色砂混粘質土で,

上層 とした。第 2層 は灰黄褐色粗砂,第 3

層は黄灰色粗砂,第 4。 第 5層 は褐灰色砂

混粘質土,第 6層 は責灰色粗砂 となってお

り,概ね砂層が続 くことか ら中層 とした。

第 7層 は黒褐色砂混粘質土で,下層 とした。

遺物は主に下層から出上 しており,第 27

図に掲載した。14は弥生土器の底部である。

15は 弥生土器の高杯の脚部である。外面

ナデ,内面ヨコヘラケズリである。いずれ

も弥生終末期の遺物である。

SD3・ 4(第 28図 )

調査区東部中央で検出した溝で,2本の

溝が合流 している。SD3は幅 2.2m,深 さ

23cm,SD4は 幅 1.12m,深 さ14cmを 測る。

SD3の埋土は 2層 に分層でき,上層は褐灰

色砂混粘質土,下層は黒色粘質上で,下層

は SD4の埋土 と同じである。SD3か らわ

ずかに弥生土器の小片が出土 している。

SD5(第 6～ 8・ 29図 )

調査区の東部 と南部で検出した溝である。

東肩は調査区外であ り,規模は不明であ

る。埋土はにぶい黄橙色砂混粘質土で,深
さ 35cmを測る。出土遺物は図示 しなかっ

たが,胆前系磁器の端反碗があ り,19世
紀以降の溝 と考えられる。

SD5は条里地割に合致 しており,香川郡

の 1条 と2条の条界にあたる。平成 7年度

の調査地 (松林遺跡 (通学路))に おいて

も,SD5の延長部分において SD 102を 検

出している。SD 102は 9～ 14世紀の溝 と

考えられ,SD5と は時期的な隔たりがある。

SD5の東側 には現在の水路が所在 し,平
成 7年度調査地の南側において東へ屈曲し

L=21.500m

1 10YR 2/4 黒 質土

0                ¬m

0              10cm

第 26図 SDl平・断面図及び出土遺物実測図
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第 27図 SD2平・断面図及び出土這物実測図

第 28図 SD3・ SD4平・断面図

L=21.500m

l10YR 4/2 灰黄褐 砂混粘質土
2 10YR 5/2 灰黄褐 粗砂
3'15Y 5/4 黄灰  糧砂
4 10YR.4/4 褐灰  砂混粘質土
510▼R S/4 褐灰  砂混粘質土
6.2.5Y 6/4 黄灰  粗砂
7 10YR 3/1 黒掲  砂混粘質土

SD4       1_21,900m

0         1m

砂混粘質土

粘質土

一　
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級
黒
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ている。この水路に平行 して 18世紀の遺物を含んだ SD 105

を検出していることから,SD5は SD105に つながるものと

考えられる。

SD6(第 7・ 30図 )

調査区東部中央で検出した溝である。SD5。 8。 9に切 られ

ており,規模は不明である。埋土は黄灰色砂混粘質上の単層

で,深 さ 10cmを 測る。

出土遺物は第 30図 S3のサヌカイ トの剥片 1点だけである。

古墳時代の清 SD 9に 切 られており,古墳時代以前の溝 と考

えられる。

L=22.000m

W          E

L〓22.000m

E

0               5cm

第 30図 SD6断面図及び出土遺物実測図

7/2 にぶい黄橙 砂混粘質土

6/3 にぶい黄橙 砂混粘質土

第 29図 SD5断面図

L〓22.000m

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

∩
＝
Ⅵ
Ч

0                1m

SD7(第 31図 )

調査区東部中央で検出した溝である。SD6に切 られており,

幅 60cm,検出長 2.54m,深 さ 10cmを 測 る。埋土は責灰

色粘質シル トの単層で,断面形状は浅いU字である。出土

遺物は無いが,SD6に切 られてお り,古墳時代以前の溝 と

考えられる。

SD8(第 32図 )

調査区東部中央で検出した溝である。幅 66cm,検出長 5.2

m,深さ 10cmを 測る。埋土は黒色粘質上の単層で,断面形

状は浅い U字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD9(第 7・ 33図 )

調査区東部 中央で検 出 した溝である。幅 2m,検出長

13m,深 さ 16cmを測る。埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,

断面形状は浅い U字である。

出土遺物は第 33図 に掲載 した。16は須恵器の甕である。

外面平行タタキのちカキロ,内面同心円のあて具痕が見 ら

れる。17は 弥生土器の底部で,底面に線刻が施されている。

須恵器甕から7世紀頃の遺構 と考えられる。

SD10(第 7・ 8,34図 )

調査 区南東部で検 出 した溝で ある。幅 3.6m,検 出長

17.44m,深さ42cmを測る。埋土は 2層に分層でき,上層

は褐色の粘土ブロックを含む黒褐色砂混粘質土,下層は黄灰

色粘質シル トである。断面形状は浅いU字である。

出土遺物は第 34図に掲載 した。18～ 24は弥生土器であ

0                1m

12.5Y 4/4 黄灰 粘質シル ト

第 31図 SD7平・断面図
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る。18は 高杯で,外面ヨヨヘラケズリである。 19。 20は甕である。

20の外面はタタキ,内面はタテヘラケズリである。21～ 24は底部

である。24の 外面はタテヘラミガキ,内面タテヘラケズリである。

25は土師器の甕である。26は須恵器の蓋である。外面の回転ヘラケ

ズリの範囲はわずかである。27は須恵器の不である。28は須恵器の

高杯脚柱部で,沈線を 1条めく
゛
らせている。弥生終末期の遺物を多 く

合むが,須恵器から7世紀中葉の遺構 と考えられる。

SDll(第 8。 35図 )

調査区南東部で検出した溝である。幅 2.4m,検出長 9。 64m,深さ

17cmを 測る。埋土は黒褐色砂混粘質上で,断面形状は浅い U字であ

る。

出土遺物は第 35図 29の弥生土器の広日壷の回縁 1点だけである。

内面に突帯 1条を巡らせている。弥生中期の遺物である。

SD12(第 36図 )

調査区南東部で検出した溝で,SD Hに 切 られている。幅 56cm,

検出長 4m,深 さ 17cmを測る。埋土は褐灰色粘質シル トの単層で,

断面形状は浅い U字である。出土遺物は弥生土器の小片 とサヌカイ

トの剥片 1点があるが,時期は不明である。

SD13(第 36図 )

調査区南部で検出 した溝である。幅 42cm,検 出長 3.5m,深 さ

4cmを 測る。埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いU
字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD14(第 36図 )

調査区南部で検出した溝である。幅 40cm,検出長 3m,深 さ5cm
を測 る。埋土は褐灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅い U字で

ある。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD15(第 37図 )

調査区南部で検出 した溝である。幅 1,46m,検出長 3.2m,深 さ

70cmを 測る。埋土は4層に分層でき,第 1層 は褐灰色砂混粘質土,

第 2層 は灰黄褐色粗砂,第 3層 は褐灰色粗砂,第 4層 は黒褐色砂混

粘質上である。断面形状はU字を呈するが,西肩の落ち込みは急で

ある。上層 と下層に砂混粘質土,中層に粗砂層が見られることと,溝
の方位からSD2に つながる可能性が高い。弥生土器の小片が数点出

上しただけで,時期は不明である。

SD16(第 37図 )

調査区南部で検出した濤である。幅 42cm,検出長 2.84m,深 さ

10cmを 測る。埋土は黒褐色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いU
字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD17(第 38～ 52図 )

調査 区西部で検出 した濤である。幅 4.9m,検 出長 58m,深 さ

80cmを測る。断面図は 3箇所で作成 しており,上・中・下の 3層に

大別できる。上層は褐灰色～灰黄褐色の砂混粘質上である。中層は灰

白～黄灰色のシル ト～砂層で,一部黒色粘土層が見られる。下層は褐

L〓22.000m

0                1m

12.5Y 2/1 黒 粘質土
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0        1m

l10YR 4/4 褐灰 砂混粘質土

▼ ¬
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第 33図 SD9平・断面図及び出土遺物実測図

L〓221000m  1 7.5YR 3/2

(7.SYR 4/3
E       22.5Y  5/t

10cm

黒褐  砂混粘質土
褐の粘土ブロック含む)

黄灰 粘買シルト

一
Ｗ

「
■
“Ｖ コ   駈5

19

北部上眉

中部上層 南部上層

狩(、ぉ26

0        10cm

第 34図 SD10断面図及び出土遺物実測図
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0        1m

l10YR 4/4 褐反  粘質シル ト

W

0              1m
L_ 1   1

1 10YR 3/2 黒褐 砂混粘質主

0              10cm

第 35図 SDll断面図及び出土遺物実測図

l       L=22.200m
~常 ~

0                1 rn

l10YR 4/4 褐灰  砂混粘質土

第 36図 検出溝平・断面図①
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0        1m
L   I   I

l10VR 4/4 褐灰  砂混粘質1土
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L〓22.200m

灰黄褐 粗砂
黒褐  砂混粘質土

SD16

L〓22.200m

1 10YR 3/2 黒褐  砂混粘質土

0               1m
喋

一

0        1m

狼
鍋

灰

灰

掲

褐
γ

Ｖ

7.5YR
10YR

砂混粘質± 3 10YR
雅l砂     4 10YR

第 37図 検出溝平・断面図 ②

灰～黄灰色の粗砂～礫層である。溝の規模・方位から多肥松林遺跡 (県道)I tt SD03か ら流れ込み,松林

遺跡 (通学路)SD201に続 くものと考えられる。

出土遺物は第 44～ 52図 に掲載 した。第 44。 45図 は上層出土遺物である。30～ 63は弥生土器である。

30・ 31は弥生中期の甕で,日縁端部をやや拡張させ,凹線 2条が施されている。30は 日縁端部に刻日と顎

部に押圧突帯が施されている。32～ 35は弥生終末期の甕の日縁部である。外面タテハケ,内面指頭圧であ

る。36は弥生終末期の甕の体部上半で,外面タテハケ,内面指頭圧である。体部には焼成後の穿孔が見 ら

れる。37も 弥生終末期の甕の体部上半である。外面タテハケのち指頭圧,内面タテヘラケズリのち指頭圧で,

頸部の一部にヨヨハケが見られる。38は弥生終末期の細頸壺の頸部である。外面タテハケ,内面指頭圧で

ある。39は弥生終末期のIta合 口縁壼である。40～ 42は弥生終末期の広日壺である。43～ 50は弥生終末

期の高杯で,脚部内面はヨコヘラケズリである。51は 弥生中期の鉢で,日縁部に凹線 2条を巡らせている。

52は弥生終末期の製塩土器である。53は弥生終末期の小型丸底土器である。54は弥生終末期の鉢である。

55～ 63は底部である。56・ 57に は焼成前の穿孔が見 られる。64～ 66は土師器である。64・ 65は古墳時

代前期の高杯脚部で,内面ヨコヘラケズリである。64の脚柱部には焼成後の穿孔が見られる。66は古墳時

代後期の不である。67～ 69は須恵器である。67は古墳時代後期の壼で,外面平行タタキのちカキロである。

68・ 69は それぞれ古墳時代後期の蓋と不である。サヌカイ ト製の石器も見られ,S4は石鏃,S5は石錐である。
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第 46・ 47図 は中層出土遺物である。70～ 121は弥生土器である。

70～ 78は 弥生終末期の甕である。79は弥生中期の広口壼である。

80～ 82は弥生終末期の広口壺である。83は 弥生終末期の長頸重で

ある。外面タテハケ,内面指頭圧である。84～ 87は 弥生終末期の

広口壼で,内面指頭圧である。88は弥生終末期の複合日縁壺である。

89～ 96は 弥生終末期の高杯である。89・ 90は脚部で,外面タテヘ

ラミガキ,内面 ヨヨヘラケズリである。89は 円形スカシが 3方向 2

段に見 られ,そ のうち,下段の 1箇所は 2個 1対 となっている。92

～ 96は郷部である。92が比較的残 りがよく,外面ヨコヘラケズリの

ち分割ヘラミガキ,内面分割ヘラミガキである。97・ 98は 弥生終末

期の高杯または大型鉢である。外面はヨヨヘラケズリである。99は弥

生終末期の鉢である。100は弥生終末期の小型丸底土器である。101

～ 121は底部である。102～ 107の ように内面タテヘラケズリを施

すものが多いが,Hl～ 113の ように板ナデのものも見 られる。 122

～ 125は土師器である。122は古墳時代前半の甕である。 123・ 124

は古墳時代後期の甕である。125は 古墳時代前期の高杯である。外面

縦方向の板ナデ,内面 ヨヨヘラケズリのち裾部のみヨヨハケである。

126・ 127は古墳時代後期の須恵器の蓋 と不である。石器では S6の

サヌカイ ト製石鍬が出上 している。

第 48～ 52図 は下層出土遺物である。128～ 213は 弥生土器であ

る。128～ 130は弥生中期の甕である。 128・ 129は 回縁部を拡張さ

せ,端部に凹線 2条を施 したものである。131～ 149は弥生終末期の

甕である。内面上半指頭圧のものが多い。147は山陰系の甕で,内面

ヨヨヘラケズリである。148は胎土に 5mm程度の大粒の結晶片岩が

含まれており,阿波 (吉野川上流域)の甕である。149は外面タタキ

のち下半のみナデ,内面タテヘラケズリのち指頭圧で,上半部には接

合痕が多 く残る。150～ 154は 弥生中期の広口壺である。150は 回縁

部外面に凹線 2条を施 している。151は頸部で,外面に突帯 2条を巡

らせている。152は 日縁部に凹線 4条巡らしたのち円形浮文を貼 り付

けている。また,日縁部内面には波状文が施されている。153も 日縁

部に凹線 4条を施 したのち棒状浮文を貼 り付けている。154は 日縁部

に指頭圧状の圧痕が見 られる。円形浮文が剥がれ落ちた可能性が考え

られる。155～ 162は弥生終末期の広口壷である。日縁部を水平気味

に開き,頸部は垂直または内傾する。163は 弥生終末期の網頸壷であ

る。外面タテハケ,内面ヨヨハケのち指頭圧である。164～ 166は弥

生中期の高杯である。日縁部外面に凹線 2条を巡らせている。164は

日縁部を拡張させ,上面にも凹線 2条を施 している。167～ 184は弥

生終末期の高杯である。167は 日縁部が外方へ屈曲している。168は

日縁部が長い。169～ 175は 口縁部内面に凹線状の窪みが見られるも

ので,外面ヨヨヘラケズリである。176は 169～ 175の不部分であり,

外面ヨコヘラケズリのち分割ヘラミガキ,内面分割ヘラミガキである。

脚部内面はヨヨヘラケズリである。177は脚柱部で,内面指頭圧であ

る。179は不部から大きく開 く脚部をもつものである。 179。 180は

脚柱部がほぼ垂直で,裾部が外方へ開 くもので,180の裾部には円形

スカシが 4方向に施されている。181～ 184は裾部である。いずれも

内面 ヨヨヘラケズリで,円形スカシが施されている。 185。 186は弥

生終末期の鉢である。185は外面タタキである。186は 日縁部が外方

へ開 くもので,内面ヨヨヘラケズリのちナデである。187～ 188は弥

生終末期の小型丸底上器である。 190。 191は 弥生終末期の大型鉢で,

外面 ヨコヘラケズ リである。192～ 213は 底部である。192～ 194

0             1om

南部断面

第40図
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第 40図 SD17土器出土状況図①

は外面タテヘラミガキ,内面タテヘラケズリである。195～ 198は 内面がタテヘラケズリのもので,199～
206は 内面が指頭圧のものである。213は 丸底であり,内面はタテヘラケズリである。214～ 223は上師

器である。214は 古墳時代後期の上師器の甕である。215～ 218は 古墳時代後期の不である。218は接合

痕を多く残し,外面指頭圧,内面板ナデで非常に粗いつくりである。219～ 223は古墳時代前期の高杯である。

ややぶくらみを持つた脚柱部から水平気味に外へ広がる裾部を持ち,内面はヨヨヘラケズリである。224・

225は 古墳時代後期の須恵器の蓋である。226は時期不明の上製品である。上方に短い突起と左右に長い突

起をもつ。突起の整形はケズリで行われている。S7は平基式の石鏃である。W卜 W2は ミカン割材である。

W3～ W6は板材で,W3の片面は焼け焦げ,炭 になっている。W7は棒状の木材である。加工痕などは観

察できなかったが,柄または弓の可能性がある。出土遺物は弥生中期から古墳後期のものが混在している。

最終埋没は7世紀前半頃と考えられる。

SD18(第 53図 )

調査区南西部で検出した溝である。幅 46cm,検出長 2.8m,深さ4cmを 測る。埋上は黄灰色粘質シルト

の単層で,断面形状は浅いU字である。出土遺物は無く,時期は不明である。

SD19(第 53図 )

調査区西部で SD17に切られた状態で検出した溝である。幅36cm,検出長 1。24m,深さ4cmを測る。埋

土は黄灰色砂混粘質上の単層で,断面形状は浅いU字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD20(第 10。 H・ 54図 )

調査区西部で検出した溝である。幅 1.6m,検出長 27.4m,深 さ25cmを測る。埋土は黒色粘土の単層で,

断面形状は逆台形である。
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第41図 SD17土器出土状況図②
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第 45図 SD17上層出土遺物実測図 ②

出土遺物は第 54図 に掲載 した。227は土師器の高杯脚部,228は弥生土器の底部で,いずれも混入品と

考えられる。229は須恵器の蓋である。SD17を 切っており,須恵器の蓋が出土していることから7世紀前

半の遺構 と考えられる。

SD21(第 53図 )

調査区西部で SD17に切 られた状態で検出した溝である。幅 40cm,検出長 1,44m,深 さ8cmを測る。埋

土は黄灰色粘質シル トの単層で,断面形状は浅い U字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD22(第 53図 )

調査区西部で検出した溝である。幅 90cm,検出長 2.28m,深さ 12cmを測る。埋上は黄灰色シル ト～細

砂の単層で,断面形状は逆台形である。出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD23(第 11・ 55図 )

調査区西部で検出した溝である。幅 1.4m,検出長 9。5m,深 さ25cmを測る。埋土は黒色砂混粘上の単層

で,断面形状は逆台形である。
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出土遺物は第 55図 に掲載 した。230。 231は弥生土器で混入品と考えられる。232は土師器の不である。

SD17を切っており,SD20と ほぼ平行 していることから,7世紀前半頃の遺構 と考えられる。

SD24(第 53図 )

調査区北西部で検出した溝である。幅 1。34m,検出長 3.7m,深さ28cmを測る。埋土は黒褐色砂混粘質

上の単層で,断面形状は浅い U字である。出土遺物は無 く,時期は不明である。
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第 54図 SD20断面図及び出土遺物実測図 第 55図 SD23断面図及び出土遺物実測図

噴礫 (第 11・ 56・ 57図 )

調査区の北東部で 4箇所,北西部で 2箇所検出した。噴礫 1は東西方向に長い溝状で,やや弧を描いてお

り,長さ2.2m,幅 35cmを測る。地山の浅黄色シルト～粘土層の下層に堆積する灰責色粗砂～礫層から最

大径 15cmの礫が噴き上がっており,高さは 1.2mを測る。SK8と 近接していたが,前後関係は不明である。

噴礫 2は東西方向に長い溝状で,長 さ 1.68m,幅 86cm,噴礫 l同様,地山以下の粗砂～礫層から最大径

10cmの礫が噴き上がっており,高さ 1,2mを測る。噴礫 3は ,西半が調査区外に延びるが,幅 30cmを測

り,東西方向に長い溝状を呈すると考えられる。噴礫 4は東西方向に長い溝状で,やや弧を描いており,長
さ 1,75m,幅 50cmを 測る。噴礫 1・ 2同様,地山以下の粗砂～礫層から最大径 10cmの礫が噴き上がって

おり,高さ 1.2mを測る。噴礫 5・ 6は調査区北西端で検出したため,詳細は不明である。いずれの噴礫も

時期は不明である。松林遺跡 (通学路)において同様の噴礫に弥生中期中葉の土器が供献されており, この

噴礫と同時期のものと考えられる。
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第 4章 まとめ

第 1節 遺構 の変遷 につ いて

今回の調査は細長い トレンチ状の調査であり,不明な点が多いが,土坑 20基,溝 24条,掘立柱建物 2棟

を含むピット79基を検出し,弥生時代中期から近世までの遺物がヨンテナ 10箱分出上 した。概ね弥生中

期中葉,弥生終末期,古墳時代後期～奈良時代,奈良時代以降,近世の 5時期に大別できる。以下に各時期

の主要遺構の変遷を掲載 し,ま とめに変えたい。

弥生中期中葉

確実な弥生中期中葉の遺構 としては土坑で SK8,ピ ットで SPl,SP15がある。いずれも調査地北東端に

所在する。なお,遺物を含まない土免やピットも調査地北東端に偏つており, これらの上九やピットも当該

期の可能性が考えられる。調査地北東端以外では,土坑・ピット等の遺構は散漫であることから,遺跡の北

東端が弥生中期中葉の集落域の南限と考えられる。なお,調査で検出された地震痕跡である噴礫は,平成 7

年度の調査でも検出されており,弥生中期中葉の時期が考えられている。今回の調査では遺構 との切 り合い

が無 く不明であるが,東西方向に帯状に延びる点や,同 じ礫層から噴き上がっている点などの共通点から,

同時期のものである可能性が高い。

弥生終末期

弥生終末期の遺物は今回の調査で最も多 く出上 しているが,確実に当該期の遺構 と断定できるものは無い。

特に遺跡全体で溝群を検出しているが,当該期のものと古墳時代後期～奈良時代のものを明確に分類できな

い。古墳時代～奈良時代の溝出土遺物の大半が当該期のものであることから,SDl・ 2の ように弥生終末期

の上器片数点しか出上 していないような遺構の時期を特定 しにくい。これら溝群に切 られて検出した SK16

については,当該期の可能性が考えられる。遺物量に対 し,遺構が少ない点は,溝の上流にあたる多肥松林

遺跡 (県道)でも同傾向であることから,集落はさらに南に存在すると考えられる。

古墳時代後期～奈良時代

SD9・ 10。 17が該当する。特に SD17は 多肥松林遺跡 (都市計画道路)I tt SD03か ら流れ込み,松林遺跡 (通

学路)SD201に 続 くものと考えられる。松林遺跡 (通学路)の調査では,弥生後期～終末期の遺物 しか合

んでいないため,弥生終末期の埋没を考えていたが,今回の調査で概ね 7世紀前半頃まで存続する溝である

ことが判明した。なお,SD17上面において SD20・ 23・ 24ね 検ゞ出されており, これらの溝は若干後出する

ものの,条里地割の制約を受けていないことから,条里制施行直前の溝 と考えられる。これら以外の溝につ

いては,先述のとおり,弥生終末期のものと分類不可能である。また,溝以外の当該期の遺構は見られない。

奈良時代以降

弥生終末期もしくは古墳時代後期～奈良時代の溝群 と考えられるSD3・ 4の上面で検出した掘立柱建物

SB2を当該期の遺構 とした。建物方位が条里地割に合致 してお り,条里制施行期以降のものと考えられる。

調査地北東端で検出した SBlも 出土遺物は無 く,時期は不明であるが,条里地割に合致 している。いずれも,

出土遺物は無 く,時期は不明である。

近世

今回の調査地では時期不明の掘立柱建物を除けば,中世の遺構は見 られず,遺物も出上 していない。今回

の調査で検出した遺構のうち最も新 しいものが SD5で,19世紀の遺構 と考えられる。SD5は香川郡 1条 と

2条の条界に位置 している。松林遺跡 (通学路)においては, この延長部分では 14世紀の溝 しか検出して

いない。現用水路は松林遺跡 (通学路)の南で東へ直角に向きを変えている。この溝に平行 して 18世紀の

遺物を含む SD105が検出されていることから,概ね近世頃には現在の水路 とほぼ同じ流路 となったことが

わかる。この他,SK18も SD5と ほぼ同じ埋上であることから,当該期の遺構 と考えられる。



第 2節 高松市 にお ける検 出された地震痕跡 について

100～ 150年の間隔で発生の恐れがあるとされる東南海 。南海地震の防災対策を検討している中央防災会

議の専門調査会は平成 15年 12月 16日 ,「東南海・南海地震対策大綱」を決定した。この大綱において「東

南海 。南海地震に関わる防災対策特別措置法」に基づき,東南海・南海地震が発生した場合,震度 6弱以上

の揺れや 3メ ートル以上の津波に見舞われる可能性が高く,建物の耐震化や避難経路の再構築などが必要な

「防災対策推進地域」を指定した。推進地域は静岡県から宮崎県までの太平洋沿岸のほか,瀬戸内沿岸の自

治体 も含まれ、被害が

広範囲に及ぶことが改

めて示された。高松市

もこの防災対策推進地

域に指定 されてお り,

南海地震発生時には甚

大な被害が想定されて

いる。また,中央構造

線や長尾断層などを震

源域 とする内陸型地震

についても注意を払わ

なければならない。

遺跡発掘調査 にお

いては, しばしば地震

の痕跡が検出されてい

る。遺構 との切 り合い

関係から地震年代を特

定することができ,ま
た記録 に残 っていな

い地震の発見にもつな

がることから,地震考

古学 という新たな分野

が確立されている。高

松平野の遺跡において

も,近年の発掘調査件

数の増加に伴い,数多

くの地震痕跡を検出し

てい る。平成 8年 の

集成 (大 嶋 1996)で
は 6遺跡であったが,

現在 16遺跡にまで増

加 してい る。 このた

め, これら地震痕跡の

集成を行い,その傾向

を探つてみる。

まず,高松平野で

検出された地震痕跡の

年代であるが,特定で

きるものは少ない。ま

ず,松林遺跡では弥生

中期中葉の上器が供献

さヤいい るヽことか ら,

弥生中期中葉 と判断で 第 58図 地震跡検出遺跡位置図 (高橋 1992地形分類図に加筆)
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きる。実年代については今後の科学的な年代決定の確定を待ちたいが,讃岐山脈南麓の中央構造線活断層系

父尾断が 2250± 130yBP直後頃に大地震を発生させた可能性が高いという指摘 (岡 田・堤 1997)があり,

これに伴 う可能性が考えられる。また,川南東遺跡においては 18～ 19世紀の旧河道を切ってお り,昭和

の南海地震での被害はなかったという土地所有者の話から安政の南海地震 (1854年)の ものと判断している。

川南西遺跡では,慶長の伏見地震 (1596年)ま たは宝永の南海地震 (1707年)の可能性が高いと考えられ

ている。これら以外の地震痕跡については,具体的な年代は不明である。高松平野の場合,堆積が浅 く,耕
作土直下地山となるところも少なくな く,ほ とんどの遺跡では同一面において弥生時代から近世の遺構が検

出される。仮に遺構 との切 り合いがあった場合でも地震痕跡を切る遺構 と切 られる遺構の 2時期の遺構が無

ければ年代の特定はできない。このため,地震の年代の特定が困難な地域 と言わぎるをえない。

次に,地震 と地形分類 との関係である。第 58図は高松平野の地形分類図 (高橋 1992)イこ地震痕跡検出

遺跡を重ねたものである。この地震痕跡の分布図からすると,ほ ぼ扇状地帯 と三角州帯に偏る傾向がある。

分布では三角州帯より扇状地帯の方が多いが,三角州帯は地盤安定期が近世以降の部分が多 く,遺跡の分布

が少ないことから,三角州帯より扇状地帯の方が発生頻度が高いとは言い切れない。また,分布の傾向とし

て,下池,長池,大池をつなく
゛
香東川旧流路 (旧河道A)沿いに多い点が注目できる。また,高松平野では,

出水が多 く所在する。その分布 (新見 1989)|ま ,現御坊川 (江戸時代の香東川付替以前の旧流路)流域 と,

香東川旧流路 (概ね中世までには埋没完了)に多いことが指摘できる。出水は自噴地下水脈であり,地下水

が豊富に所在することを意味するものである。このため,旧河道周辺には現在でも地下水脈が所在 し,液状

化の起 こりやすい環境が整っていることが指摘できる。遺跡ではこれら旧河道も検出されることから,旧河

道 との関連について表 2に記した。16例のうち,旧河道の上面で検出した遺跡は 6例で,全体の 37.5パー

セントである。調査面積が非常に狭 く,不明な遺跡 5例を除 くと,残 りの地震痕跡も旧河道に隣接 した位置

で検出しており,地震痕跡 (液状化現象)は旧河道 との関連が指摘できる。

以上,高松平野で検出された地震痕跡についてまとめてみた。分布域に関しては旧河道 との密接な関係が

表2高松市内における地震跡検出地一覧表 (～2004.6.30)

醜 D確地 日朝 黄豊癬尊しDり そ卦ヤヽ 。日常醐 礎 躾 蜂 十日河道との離
文

献

1
硼 幹

柳
丸の内 ～16出紀末 16世紀末までの遺構面で検出

メ柳

∈ れ か |ヽ 1紛
盗切めdl日イ町匿の砂帯 1

東中筋遺跡 剛 昨
�

中担今砒酎虫Dり習まβ責出 三角州帯 縫 鋤 醐 の岨

歩騨 新田町
10世紀～

■榔 誅

10曽己の書初 り,11榔誅
の遺構面肋到副,くックされる

だ営働廷・ 動

硼 帯
不明 4

4 み蜘 新田町 ～現代 時期不明の崎を切る
崖錘・土石流

硼 帯
時期不明の旧河道に隣接 5

)|1南東遺跡 春日町 1箭4年
18～19世mの十日河道柳 ,昭

和の輯 の被害なし
三角州帯

嗣 ゑ期の中薩筆L僣激尤が

中世までの旧河道の功翻
6

)|1南西遺跡 春日町
鰤 持

近世中葉

16世紀末の蛙潤習を切り,18
世紀の問 嘲琶にパックされる

三角州帯
全域が中世までの旧河道

卵 滞
7

六条 切 醐 六条町 ～現代 床土直下の地山で検出 醐 帯
弥生後期～古墳後期の旧

預I進争こ膠乾妾
8

六条下所地区 六条町 ～現代 床土直下の地山で検出 酬 帯 不明 9

弘福寺領讃岐国山

田郡田図関係遺跡
細

弥生前期～

姓 制

弥生前期の水田を切り,弥生後

期以前の洪水砂層中ま蜀噴出
嗣 帯 不明

蜘 和 14迎蛛E′
ヽ 14曽Eのは 初 る

ノd騨唆地

醐
古墳時代中期の河道上

鞘 勘 和 ～ 聯 糊 弥生終末期まで麟 繭 出
ノ`柳

卿 紛

弥生終末期の旧河道に隣

接

蜘 多肥卜WT
瀾 割醐 ～

中世

弥生終末期の竪穴倒唇SH09を

切り,近山冽詈に削平される
扇状地帯

弥生前期～古墳前期の旧

睫 イこ籾乾妾

蜘 列 LBr 弥と中期中葉 弥生中期中葉の土器供献 扇状地帯 縄炭晩期の旧河道に隣接

脱 ゼ 劃騨 甥 両′ヽゼ町 報 酬 中葉
弥生前期中葉の旧河道に切られ

る
扇状地帯 弥生以前の砂滞

婉 鶴価 16世紀以降 16翌蛛まつ僅ジ0割刀る 榊 不明

飯田噸 青働 飯田町 中鰤 ‐ 中世前柳 雪を切る 棚 不甥



指摘で きるが,年代 の特定が不十分

で あ る。高松 市 にお ける地震 の被害状

況 につ いて は,近世 (宝永 。安政 )の
南 海 地 震 時 の記 録 しか な い こ とか ら

も,地震痕跡 の調査 に よ り,地震 の被

害 につ いて検討 してい くこ とが重要 と

考 え られ る。
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土器観察表

器 種 外 面 内 面
(上 =外 面 下 =肉面

胎 土 焼 成
rHIA L

胚臣 主 誘

解
SK8 J マメツ 阪ナデ

10YR6/1福 灰 Imm以 下 の 石 革・再 石 合 お
良好

2
ふ生土器 SK8 」

マメツ 阪ナデ 7 5YR5/3「こぷい褐
10YR5/1褐 灰

やや粗
良好

3
胚生 土 器

彗
SK8 」

方ア

卯I占 支

冒頭 l■のち,テハ ケ 7 5YRG/4 にらヽい橙
7 Ⅳ Pa/1 里禍

やや密

2mm以 下の石英・長石含tl
良好

胚生土器

|

ナデのちヨコヘラミガキ 言漿 l■ 10YR5/2灰貢 褐 やや粗

Rmm剪 下 の 石 革・与 石 合 よ
良

5
胚生 上 希

ムロ壷
SK8

|

岨いタテハケ

脚圧突帯1条

壱頭庄

7 5YRS/3 1こ Aヽい名 lmm以 下 の 病 革・与 石 董 岳 合 お
良

懸主主器
た口叢

SK8 J 120: l■ いタテハケのちヨコヘラミガキ ンテハケのち指頭ナデ lυYR5/1褐 隊

10YR4/1福 反 lmm以 下 の 石 革・尋 石・偽 関 石・重 昼 合 計:

良好

7
懸笙 主 器

窪
SK16 J タテハケ 言頭圧 7 5YR6/3 にぷい褐

7 5YR6/4 にÅヽい緒
良好

8
胚主 主 誘

藤
SPl 」

ナテのち9テヘラミガキ
虐状の馴歯支ク馴

召頭 圧 のちヨコハ ケ 5YR6/4 1こぶい種
2 5YR6/4 にぷい橙

やや粗

5mm以 下の石革・長石・角関石・今車母合甘
良好

9
豚生土話 SPl 」

ナ テ 7 5YR3/4浅 貢 橙

10YPA/A持 苦 潜

やや粗

2mm以 下の石笑・長石含t
良好

胚生土需
寅部

SPi
|

タテヘラミガキ ヌテハケ ;YR5/3 1こ らヽい赤褐 やや密
lmm以 下の石英・長石・角閃石含む

良好

胚生土器

自部
SPl

|

タテヘラミカキ 指顕 庄 の う グァ ヘ フケ ス リ 個

掲

体

黒 mm功 下 の 石 革・鳥 不・働 閑 石 合 お
長

胚笙 主 講

富蔀
SPl

|

タテヘラミカキ ナデ・指頭圧 わYH6/4 1こ ふい種
7 5YR6/4 1こ 歩ミい*旨 Imm剪 下 の 石章・早 奉 合 お

良

胚生土器
な口吉

SDl J タテハケ ξ頭圧

妄合痕

7 5YR6/4 1こ ヂミい本登
10YR5/3 1こぶtヽ黄褐

良好

胚笙 主 誘

こ部 」
マメツ マメツ 5YR7/8 橙

7 5YR7/4 1こ ぶい橙
やや密

lmm以 下の石要・長石含お
良 好

林生土器 SD2 」
ナテ
¬形スカラ

ヨコヘラケスリ 7 5YR6/4 にぷい橙
7 5YR6/4 にぷい橙

やや粗

lmm以 下の石英・長石・角関石合す
良 好

買恵器

蜜
SD9 半行 タタキ のろ力千 日 同心 円あて具 原 ,Y7/1 灰 日

mm以下の石英・長石含む
良 好

,7
胚生土器

巨部
SD9

|

4
マメツ マメツ OYR8/2〃く日

OYRa/3避昔潜 mm剪下 の 病 革・与 石 合 お
良好

胚生 土器

雪杯
|

ヨコヘラケズリ マメッ 7 5YR5/4 に心 いヽ褐

7 5YR5/4 1こ Aくい褐 mm以 下 の 石 革・早 石・角 関 石合 す
良好

胚主 主語

摩 』
ナテ ナデ 7 5YR6/4 にぶい橙

7 5YR6/4 1三 Å`い緒
良好

と月中器

解 ユ
タタキ タテヘラケズリ !5YR7/3 橙 密

Imm以 下 の 石車・長 石 合 と、
良好

小生土器 SDl ユ
マメツ 10YR6/4 1=ぶい橙

10YR5/3に ぶい黄褐 mm以下の石英・長石・角閑石合お
良婿

胚生土器

産部
SDl

|

マメツ 5Y3/2灰 自

mm以下の石英・長石含む
良好

胚生土器
ま郎

SDl
|

5
マメツ ダヶヘラクスリ 7 5YR5/4 1こ ふい褐

7 5YR5/6 明椙 姉m剪 下の布4岳 石・色閑石全お 良好

胚生上器
ま執

SDl
|

6
タテヘラミカキ タテヘラケズリ ЮYR6/3にぶい黄橙

IOYR5/2 灰昔福 ]mm以下 の 猜 革・岳 石 合 よ、
良好

二帥器

窪
SDl J ヨコナデ ヨヨナデ 10YR7/3に ぶい貢橋

10YR3/2灰 白

II
艮

貞息 器

雪 』
目転ヘラケスリ・回転ナデ 回転ナデ 灰

正
密

lmm以 下の石革・岳石合す|
良 好

員恵 器

不 ユ
」弘 ナテ・ヘラ切 り 」転ナテ ,Y3/1

,Y8/1

自

白

灰

灰
密

lmm以 下の石薬・長石含お
良

買恵器

雪杯
SDl ユ

」転ナテ

,線 1条
」転ナテ 自

白

灰

灰 Imm以下の石英・長石含む
良

胚生土器
よ日壺

(50
マメツ マメツ ,YR7/6 種

,YR7/6 捨 imm剪 下 の 石 工・与 石 全 お
良

胚生土器

蓬
SDl ナデ OYR3/2)κ 自

OYR8/2 庶白
'mm剪

下 の 石 革・岳 石 金 お
良 好

『
生土器 SDl 引

マメツ マメツ 5YR6/3 1こ ぶい橙
7 5YRフ/3 1こ ぶい清

やや粗

Imm以下の石英・長石含む
良

胚生 ■ 誘

解
SDl ユ

脂頭圧 75YR5/4 「こぶい褐
75YR5/4 にÅヽい椙

やや租
良好

胚生 土 希

露 』 (56
ナデ 脂頭圧 75YR5/4 にぶい褐

'5YR5/4 
にぶい掲

密

lmm以 下の石薬 岳石合よ、
良好

胚生土器

ユ
ヨコナテ ヨコナテ 10YR5/4に ぶい貢褐

10YR6/4に ぶい黄澄 lmm以下の石芸・長石・角閑石・重畳合お
良

脈生土器

霊
SDl ヨコナテ ヨコナテ ltlYR6/3にぶい貢橙

10Y郎 /a lこ 点 1、告潜 Imm以下の石英 長石・角 PAq石・重畳合お
良

胚生土器

霊
SDl

|

タテハケ 旧頭 l■ ,YR4/6赤褐

lmm以下の石英・長石・董母含と
良好

『
生土器

趣

ンテハケのち与旨頭圧 ヌテヘラケスリのち子目頸l■・ヨコハイ 阻

'mm以
下の石英・長石含む

良

『
生土器

¶頸壺
SDl (92

″テハケ 指頭ナデ 5YR5/6明 赤 褐 阻

どmm以下の石英・長石・角閃石含む
良

小生土器
●合 □縁嘉

SDl マメツ マメツ 7 5YR7/3 1こ ぶい橙
5YR6/6 緒

良

弥生 主 器

広□書
SDl

一７ ナデ 7 5YR5/4 にぷい褐
7 5YR5/4 にぶい褐

密
良好

孤fE主希

広口恙
SDl (351

オデ

妾合痕

ヨヨンヽケ 10YR7/3にぶい黄橙
10YR6/3にぶい責簿

やや祖
良好

弥生土器 7メツ マメツ 25Y8/2 自

昔

灰

泌

やや粗
不良

弥生土器 ヨコヘラケスリ マメツ 7 5YR5/4 「こ示い褐
7 5YR5/4 に点〔ヽ損

やや粗
良好

弥生土器

雪杯
SDl マメツ 75YR5/4 1こふい褐 やや 粗

Rmm切 下 の 石 難・再 石・傷 門 石全 か
良

弥生 土器

雪林

ヨコナデ ヨコナテ 7 5YR5/4 1こ うヽい褐
lmm剪 下 の 石 革・岳 府・色 閑 石 全 ト

良好

弥生土器 SDl マメツ 指頭圧 10YR8/1灰 自

10YR3/1 匠白 lmm以 下 の石 工・亭 有 合 す|

良好
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胚生 土需

雪杯
SDl, (39

ラ`ケスリ 7 5YR5/4 1三 示い褐

Imm以下の石英・長石・角閃石・曇母含む
良好

48 胚玉主語
S林

ヨコヘラクスリ
とmm口下 の 石 革・岳 務 合 すュ

良好

49 h生土器
雪杯

SD17 ヨコヘフグスリ うYR4/4 1こ かい亦IIB

良好

胚生土器

雪杯
SD17 (42

ナデ ヨコヘラケズリ 7 5YR4/4

7 5YR4/4

褐

福
,やお且

mm以下の石英・長石・角関石合お
良

胚生土器

沐
SD17 マメツ

聞 綿 ,峯
マメツ 25Y7/2灰貢

10YR7/3に ぷい黄構

やや粗
良

52 胚生止器

壁塩土器
SD17 マメツ マメツ 7 5YR5/4 にぶい褐

ltlYR6/2灰責褐

やや粗

!mm以下の石英・長石含む
良好

胚主 主 器

卜刹 封 虞 十鶏
SD17 マメツ マメツ 5YR7/6 種

,5Y5/ク 膳阪昔 どmm以下の石英 長石 角閃石含む
良好

54 胚王 主 誘

沐
SD17 (55

ナテ 75YR5/3 1こ ふい褐
10YR6/4 にポい苦緒 !mm以下の石英・長石・角閃石・雲母含む

良好

懸FE主需

鳶部
SD17 良

杯生土器 SD17 マメツ マメツ 7 5YR8/4

7 5YR3/4

橙

精

貢

責

浅

浅
良舛

体生土器

=細
SD17 2

マメツ
礫 耐 前 め 卓 コ

悟頭圧 10YR1 7/1 黒
25Y7/3浅黄

やや 省
良

胚生上器

自部
SD17 2 (22

マメツ 悟頭圧 10YR5/2灰 貢褐

10YR7/3 にぶい宮ヒ橙 3mm以下の石英・長石含む
良好

胚主 主 器

宦釉
SD17 3

一７ 旧頭 圧 5YR6/6
25Y5/1

種

黄灰 3mm以下の石英・長石含む
良好

胚主 主 器

寛部

マメツ 25Y5/6明 赤褐
10YR7/3 1こ ぶいき緒

やや密

Imm以下の石英・長石含む
良

胚笙 主 器

寅部
SD17 (28

25YR5/6吻 赤 禍

25Y7/2灰 吉
良好

体生土謡 SD17
25Y6/1昔 灰

良好

体生土器

=凱
SD17 マメツ マメツ 5YR6/6橙

10YR7/3 1こぶいヨ主精
粗

良好

64
i師器

笥杯
SD17 マメツ

lt"絡 の卓コ
ヨコヘラケズリ 10YR7/3「 こぶい貢橙

25Y7/2灰黄 3mm以下の石英・長石・角閃石 峯母含1
良

=目
巾需

嘉林
SD17 マメツ ヨコヘラケスリ 5YR3/2

5YR8/2
自

白

灰

灰
'mm切

下 の 石 革・岳 蔦 登 毎 合 お
良好

主目巾器

不
SD17 マメツ 25YR5/6明 赤褐

25YR5/6朗 未堀

'mm以
下の石英・長石含む

良

貝思 需 SD17 半行 タタキ のち力十 日 J転ナテ N5/0 〃く
N5/0 灰

良好

贋恵謡

憲
SD17 」転 ナア

5B6/1

狭

灰

言

青 良好

買恵器

不
SD17 回転ナデ・回転ヘラケズリ ]転ナデ 5PB5/1吾灰

N5/0 灰
やや 祖

良好

胚生土器

麗
SD17 マメツ マメツ 5YR6/6 種

5YR6/6 橙
良

胚生 主 誘

箋
SD17 17

マメツ 悟頭 圧 10YR6/4 に 心ヽ いヨi種

10YR6/3にぶい黄橙 lmm以 下の石英・長石・角関石含む
良

胚主 主 器

藤
SD17 旧蝦 L 5YR5/6 明赤褐

5YR5/6 BR赤 綱 mm以下の石英・長石・角閃石 雲母含む
良

胚主 主誘

解
SD17 店顕 L 7 5YR5/4「 こうミい褐

7 5VR5/4 1こ 尽い褐 mm以下 の 石 章・尋 石・角 関 希合 す
良

胚工 二 喬

雷
SD17 ナア

と合嬉

10YR7/2 1こ 示いヨ主種
10YR6/2疲 昔褐

Ｏ

Ｉｍ
良

杯生土器 SD17 ナデ ヨコヘラケズリのち指頭圧 7 5YR5/4 「こぶい褐
10YR5/3に ぷい責掲

や や驚

1 5mm以 下 の 石 革 長 石 角 閃 石・重 母 台
良

胚生土器

産
SD17 (43〕

マメツ マメツ 7 5YR6/3 1こ ぶい褐
10YR6/3 1こぶい黄橙

や や 和
良

胚生主語

窪
SD17 タテヘラケズリのちヨコハケ 10YR6/4 にふい貢橙

10YR5/4にぶい責褐 mm以下の石英・長石 角関石 雲母含■|
良

胚主 主 語

筈
SD17 マメツ マメツ 2 5YR6/3 にふい橙

10YR6/1 褐灰 2mm以下の石英・長石含む
良

胚主主器
な口奉

SD17 マメツ マメツ 10YR5/4 1こ ふい貢禍

mm以下の石英・長石 角閃石含む
良

胚霊 主誘

去回需
SD17 マメツ 10YR3/2灰 日

,5YRB/3選 昔緒 ]mm以下 の 石 輩・尋 希 合 お
不 良

体生土器

去口奉
SD17 24(

7 5YR6/4 1三 ふい種
7 6YR6/6 精

岬

前

Ｗ

茄
良

訴生土器

去口帯
SD17 (28〕

ヨコナデ 7 5YR5/4「こぶい褐
7 5YR5/4 1こ ぶい掲

良

胚生土器

罠頸壺
SD17 ナデ 脂頭ナデ 7 5YR6/4 にぶい橙

7 5YR6/4 1こ ぶい構
やや 租

良

84
胚生 土 請

ムロ壺
SD17 マメツ マメツ 10YR5/4 Fこ ぷい貢褐

7 5YR5/6朗 褐
良

胚生 主 希

ムロ壷
SD17 旧頭圧 7 5YR5/6 明褐

7 5YR6/4 にぷい橙 2mm以下の石英・長石・角閃石含む
良

胚生主器
た□叢

SD17 マメツ 旧顕 圧 5YR5/4に 示 い赤 衡

:mm以下の石英・長石・角閃石含む
良好

胚生 止 器

去口蓄
SD17 マメツ 75YR8/3湧 貢 種

,5YRB/夕  灰 白 Imm以下の石英・長石含む
良好

胚主主器
ほ合口縁帯

SD17 マメツ 5YR5/4 1こ ふい赤褐
をmm以下 の 石 葉・再 石・角 関石 合 よ

良好

杯生土器 SD17 ヌサヘフミカキ

¬形スカシ3方 2re

ヨコヘフケスリ 25Y5/2晴 灰 貢

25Y5/2陪 灰 昔
良好

90
杯生土謡
S杯

SD17 ヨコヘラケズリ 蘭
褐

亦
赤

明
明

良好

『
生土器

雪林
SD17 ナデ ナデ 2 5YR6/6 種

2 5YR6/6 澄
,や 雷

良好

胚生土器

菖杯
SD17 ヨコヘラケズリのち分割ヘラミカ 分割ヘラミガキ・ヨコヘラケズリ 5YR5/4 1こぶい赤褐

7 5YR4/4褐 lmm以下の石英・長石・角閃石・雲母合お
良好

胚生上器

笥杯
SD17 マメツ マメツ 7 5YR5/4 にぶい褐

7 5YR5/4 にぷい褐

やや粗

!mm以下の石英・長石含む
良好

94
胚主 主 器

営林
SD17 ヨコナデ ヨコナデ 7 5YR6/4 「こ示い種

7 5YR6/a lこ 点1、褐
至

Imm碗 下 の 石革・与 病・為 閑 石全 か
良 好
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弥生土器

高杯
(351

マメツ マメツ 10YR6/3 にぶい貢種
10YR6/2灰黄褐 lmm以下の石英・長石・角閃石含屯

良好

杯笙 主 器

葛林
SDl ヨコヘラケスリ ナテ iOYR5/3に ふい東褐

75YR6/4 にぶい橙 Jmm以下の石英・長石・角閃石含む
良好

獅主 主 器

大41鍬
]コ ヘラクスリ マメツ 5YR6/4 1こ 示い種

75YR6/4 1こ メミい糟
'mm以

下の石英 長石・角閃石含む
艮

獅主 主 語

大■l慾
SDl /5YR5/4 1こ 心 い`褐

75YR5/4 `こ ぶ い福
良好

弥生土器

沐 10YR7/2 1こぶい費緒
良

弥生土器

小型丸底土器
SDl オデ 悟頭圧 ,YR6/6 橙

,YR6/6 橙 lmm以下の石英・長石含む
良好

灯生土器

底部
SDl マメツ マメツ 75YR5/4 にふい褐

75YR5/4 「こぶい褐 lmm以 下の石英・長石含む
良

`生
土希

巨部
5

ヌテヘラミカキ タテヘラケスリ ,YR1 7/1 黒

,YR4/4にぶい赤褐 5mm以下の石英・長石・雲母含む
良

∬生土器
歳部

(20
ヨヨヘラケスリ 「5YR5/4 1こ心ミい禍

ど5Y4/1苦 阪 Imm以下の石英・長石 角閃石・雲母含む
良

『
鉦主誘

鳶部
SDl タアヘフケスリ 黒

〕mm以下 の 石 革・岳 石・角 関 石 合 お
良好

n王ェ誘

鳶部
5

7 5YR5/4 1こ ぶい褐 〕mm以下 の 石 葉・長 石合 お
良

胚生土器

茎部
SDl マメツ ,テヘラケズリ 10YR5/3 1こぷい貢褐

7 5YR5/4 にぶいネS
やや 和

2mm以下 の 石 英・長 石・角 関 石・軍 母 合 す、
良

小生土器

巨部
SDl 4 (50

マメツ タテヘラケズリ 5YR5/3 にぶい褐
YR6/6橙 Imm以下の石英・長石含む

良

胚生主器

巨部
SDl 5

マメツ マメツ 7 5YR6/4 に示い種
7 5YR6/4 1こ ぶい橙 lmm以 下の石英・長石含む

良

胚4E主語

巨部

マメツ

Imm以下の石英・長石含む
良

110 胚生 主 誘

壼部

店顕 壮 タテヘラケスリ OR4/6赤
10R4/6 赤 Imm以下 の 石 革・岳 石 合 お

良

胚主 主 希

罵部
SDl

5Y4/1黄 灰
良

鳶部

板ナデ

7 5YR6/6 橙 〕mm以下の石糞・長石含お
良 好

113 胚生土器

巨部
SDl

マメツ 阪ナデ 25Y7/2
10YR5/1 願撤 2mm以 下の石英・長石含む

良

114
小生土器

巨部
SDl E頭圧 ヨコハケ を5YR7/6 種

,Y5/1 灰 姉m以 下の石英・長石含む
良

胚生主需

巨部

目蝦 ナテ ナ テ 10YR7/2 1こ ふい貢橙
mm以下 の 病 革 岳 石 合 す、

良好

胚笙 主 籍

言部

冒頸 l■ 脂頸 l■ OYR3/3湧東種
を5YR6/6 清

良 好

117
胚工 主語

露部
SDl 店頸 l■

10YR3/3洩 資緒 Imm以 下 の 石 葉 長 石 合 お
良好

い⊆工蒼

鳶部
7

7 5YR5/4 にぷい褐
7 5YR5/4 1こ ぶい褐 Imm以 下の石薬・長石・雲母合す)

良

胚生土器
こ部

SDl マメツ マメツ
7 5YR6/4 1こ ぷい橙 mm以下の石英・長石含む

良

胚生土器

巨部
SD17 マメツ マメツ ど5Y7/2

25Y3/1
貢
褐

灰
黒 mm以下の石英・長石含む

良

胚生■希

二部
SD17 マメツ マメツ 「5YR6/6 橙

を5Y6/1 昔 阪 mm以下の石英・長石含む
良

と目中器

藤
SD17 ナテ ヨコヘラケスリ

7 5YR8/3避 首 精 mm以下 の 石 革・岳 石合 お
良

二日市誘

雷
SD17 )YItO/8 種

,YR6/8 緒
良

124 =H中
誘

窪
SD17

7 5YR6/1褐 灰
良

雪杯
SD17 ヨコヘラケズリのちヨコハケ

7 5YR7/3 1=ぶ い橙 血m以下の石英・長石含む
良好

頂憲器

菫
SD17 回転ヘラケズリ・回転ナデ 回転ナテ W6/0 万照

N7/0灰 白 Imm以 下の石英・長石含む
良好

杯
SD17 62 (25i

回転ナテ・回転ヘラケスリ 引転ナテ 10BG5/1育 快

10BG6/1青 灰 lmm以 下の石英・長石含む
良 好

甕
SD17 マメツ マメ|ツ 7 5YR6/3 1こ ふい褐

7 5YR6/3 1こ 点い褐 mm以下の石英 長石・角閃石含む
良好

胚主 主 器

療 条

テ

繰

ナ

コ フ5YR5/4 1こぶい褐
良

胚主 主 語

害
SD17

10YR3/1黒 格
良

胚主 主 器

路
SD17 201

ヨコナデ
善合痛

7 5YR5/4 1こ ぷい褐
7 5YR5/4 1こ ぶい福

やや祖

3mm以 下の石糞・長石・角 FAR石 含す|

良 好

か王主語

藤
SD17

マメツ 7 5YR5/6

7 5YR6/6
明禍

橙 lmm以 下の石英・長石含む
良

体生土器

塞
SD17 (141

ナデ ナデ 10YR6/3に ふい貢橙
10YR6/3に ぶい黄橙

やや雷

lmm以 下の石英・長石・角閃石・雲母含む
良

ぷ生土器
憲

SD17 (11)
マメツ マメッ 7 5YR5/3 1こ 示い褐

7 5YR5/3に ぶい掲 lmm以 下の石英・長石・角閃石含む
良 好

杯生土器

霊

ヨコナテ ヨコナテ 10YR4/3 1こ ふい貢僑
imm以 下 の 石 業・再 石 合 お

良好

甕

ナテ

7 5YR5/4に 点 い掲 lmm以 下 の 石 革・再 石・偽 関 石・重 母 合 お
良

豚生 主 器

箋

マメツ 召銀 l■

10YR5/3 `こ ぶい音褐 imm以 下 の 石 革・再 石・角 関 石合 き
良好

豚FE主語

露

ナ テ ヨ嗅胆
7 5YR5/4 1こ ぷい福 怖m以 下の石葉・長石合お

良好

胚主 主 器

距

七頭圧 7 5YR5/4 1こ ふい褐
7 5YR5/4 にぶい褐

やや粗
良

かエエ需

藤

七頭圧・ヨコヘラケズリ 7 5YR5/4 1こ ぷい褐
7 5YR5/4に ぶい褐

やや密

5mm以 下の石英・長石・角閃石 雲母含を、
良

体生土器

摩
SD17 タテハケ 言頭圧 7 5YR5/4 1こ ふい禍

10YR5/4に ぶい黄褐
やや密

imm以 下の石英 長石 角閃石 曇母含む
長

体生土器

臣
SD17 (351

7メツ 看頭圧

姜合痕

7 5YR7/4 1こ ふい種
7 5YR6/6 橙 lmm以 下の石英 長石 雲母含む

良

体生土器
‡

?メツ 召頭 圧 7 5YR7/4 にふい種
フSYRn/″ 庶白 lmm以 下の石英 長石含む

艮

体生 土 器 SDl (521
7メツ 掲豪 圧

良
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胚主 主語

磨
SDl, 脂頭圧のち,テハケ 10YR7/3にふい貢橙

7 5YR6/4 にぶい橙

やや粗

2mm以 下の石英 長石含む
良

脈生土器

籠
SDl, ナデ ナデ 褐

娘

貢

善

い

ｈ

一（
ゞ Imm似 下 の 石 革 再 示 台 お

良好

胚生土器

臣(山 陰系 )

SDl, ナテ ヨコヘラケスリ 10YR7/2 1こ ふい東橙
良

窪(阿波 )

SDl, マメツ ヨコヘラケスリのち語蜆 l■ Y6/1 灰
良

懸生上議

饉
SD17 ″,キのちナテ アナヘフケス リのあ予営蝦 l■

10YR7/3に ぶい黄緒

世
良好

胚主 主 器

去口需
SD17

マメツ

』繰 2条

マメツ iY6/4に ぶい橙
良

胚主 主語

去口帝
SD17 (45

ナデ
七付突帯文

指頭圧 7 5YR6/4 1こ ぶい橙
,5YR6/2灰褐 どmm以下の石英 長石 角閃石 雲母含む

良

胚主 主 語

ムロ奉
SD17 ヨコナデ

』線4条・円形浮文

マメツ 7 5YR6/4 1こ ふい種
75YR5/4 1二 ぶい褐 3mm以下の石英 長石含む

良好

杯生土器
ムロ壺

SD17
マメツ
田 無 4峯・藤 潰 翌 ヤ

マメツ 10YR7/2に ふ い貢 種
良

胚生土器

ムロ壷
SD17 ナテ 片テ 5YR7/6 種

5YR7/6 緒
良

か生主器

去口壷
SD17

マメツ 10YR6/3 1こ心ミい 東 種
良好

胚生主器
え□講

ヨコナテ 日コナデ )YЦO/4に 小 い 亦 薇

,YR3/4 1こ ぶい赤褐
やや 祖

】mm以下 の 石 薬 長 石 角 関 石 含 tl
良

郷生 主 語

査口奉

マメツ ,YR5/6明赤褐

'YR5/6明
赤褐

やや密

lmm以下の石英 長石 角閃石含と
良

去口帯

マメツ マメツ 10YR6/4に ぷい貢橙

10YR6/4に ぶい責橙 Imm以 下の石英 長石含む
良

獅⊆ 工 喬

去口帯
SDl ナデ 片デ ,OYR6/3に ぶい貢種

10YR5/3に ぶい黄褐 Imm以 下の石英 長石角閃石含む
艮好

広口壺

ヨコナデ ]コ ナテ 「5YR5/4 1こ ふい褐
,5YP5/6 明llR

良

弥生 土器

芙□奉

ナテ 75YR5/4 1こ心 いヽ褐

,5YR5/4 にぶ い褐
良好

獅生主器
広口帯

SDl マメツ ヨ漿庄
を5YR6/8 緒 5mm以下の石革 長石合tl

良

源生 土 希

鮒唖 帝
SDl タテハケ 言頭圧のちヨコハケ 7 5YR6/4 にぶい種

7 5YR6/4 にÅミい橙

やや密

Imm以 下の石糞・長石 角閃石・雲母含お
良好

獅笙 主 器

盲林
SDl

マメツ 7 5YR6/4 にぷい橙
7 5YR5/6明 褐

やや 粗

immじ!下の 希 華・毎 石 合 お
良

語エ笙

杯

獅

占
罰

SDl 30C
マメツ マメツ 10YR6/3 にふい貢種

10YR6/3 にぶい黄橙 Imm以 下の石英・長石・雲母含む
長

器主生

杯

菰
生
３

(27)
マメツ
山 鰻 ,峯

マメツ 25Y5/1 貢 灰

に尽 い福 imm以 下の石
=・

与希合お
良

弥生土器

葛杯
SDl ナテ 一７ ,YR6/4 に示い種

良

高 杯
SDl (55)

マメツ
7 5YR6/6 締

良好

孤生 主器

言林
SDl (43)

ヨコヘラクスリ
7 5YR5/3 1こ ぶい掲 lmm以 下の石葉・長石含す|

良

邪主 主希

雪林

ヨコヘフケスリ ナデ 7 5YR5/4 1こ ぷい褐
7 5YR5/4 にぶい褐

やや密

lmm以 下の石英・長石含む
良好

下工 主喬

言林
290

ヨコヘラケズリ 10YR5/3 にぶい資褐
10YR5/4に ぶい黄褐

やや密

lmm以 下の石英・長石・角閃石・雲母含む
良

いFE主希

雪杯
SDl ヨコヘラケズリ ナデ 10YR5/4に 示い貢褐

10YR5/4「 こぶい黄褐

やや密

2mm以 下の石英 長石 角閃石含む
良好

胚生土器
ヨ林

SDl ヨコヘラケズリ ナデ 10YR5/3 に示い東褐
10YR5/3 1こ ぶいき癌 Imm剪 下 の 希 華・岳 石・偽 関 石 合 よ、

良好

胚生土器
ヨ杯

(431
ヨコヘラケス七 オテ 7 5YR6/3 にうヽい褐

7 5YR6/4 1こ Aミい緒
良好

い生主器

言杯
SDl

マメツ
7 5YR6/4 にぶい精

良

胚生 主 器

言林
(56

ヨコヘラケスリのち分割ヘラミカ
10YR6/3に ぶい責簿

良

胚生 土器

雪林 5YR6/6 橙 mm以 下の石葵・長石含む
良

小主 主 語

菖杯
SDl (58

マメツ 7 5YR6/6 橙
7 5YR5/1褐 灰 〕mm以下の石英・長石含む

良

胚エ エ需

雪林
SDl (02

ナデ 5Y5/6明 赤禍

6Y5/6明 赤褐 lmm以 下の石英・長石・角閃石含む
良

廊生上器
S杯

マメツ
¬形スカシ4方

マメツ

接合痕

7 5YR5/4 1こ 示い褐
7 5YR5/4 にぶい褐 lmm以下の石英・長石・角閃石・雲母含む

良

胚生土器

雪杯
SDl マメツ ヨコヘラケスリ 個

縄

明

朗 lmm以下の石英・長石・角閃石・雲母含む
良

132
胚生 上器

S杯
SDl マメツ

弓形スカシ

ヨコヘラケスリ
良舛

胚生主希

言杯
SDl

マメツ

η形スカシ

ヨコヘラケスリ 10YRO/4 1こ ふい東衡
良

184
胚生 ■ 器

菖林
SDl, (29

オテ
¬膨ス労シ

ヨコヘラケスリ
7 5YR5/4 にぶい褐

良好

胚主 主 議

送

ヌ,キ
7 5YR8/3

僣

澄

東

責

歳

浅 良

胚主 主 器

沐
SD17 ヨコヘラケズリのちナデ 7 5YR6/4 1こ ぶい橙

7 5YR6/4 1=ぶ い橙 Imm以下の石英・長石含む
良好

胚王 主 喬

卜型 丸 虞 土器
SD17 脂頭圧 5YR6/6 橙

10YR7/4に ぶい黄橙 lmm以下の石英・長石含む
良好

豚生土器

1ヽ型丸底土器
SD17 ナデ 悟頭圧 10YR7/3に ぶい東種

10YR7/3に ぶい黄橙 どmm以下の石英・長石含む
良

上師器

1ヽ型丸底土器
SD17 マメツ マメツ 10YR7/3 1こふい貢橙

7 5YR6/6 橙 〕mm以下の石英・長石含む
良

大型鉢
SD17 384 ヨコヘラケズリ ナデ 10YR5/4 1こ ふい東褐

iOYR5/3に 黛い音褐 ,mm以下の石英・長石・角閃石含む
良好

大型鉢
SD17 ヨコヘラケスリ ナテ

良舞

自部
SD17 (64)

タテヘラミカキ 旧頭 ナテ 25YR5/0明 亦 衡

M5/O 黒
良

自部
SD17 5

ヌテヘラミカキ タテヘラケスリ
,5YR4/3 褐

良

胚主 主 希

寅郎
(35,

ヌテヘラミカキ ヌすヘフケスリ iυ YR4/Z灰 更 個

IOYR6/4に ぶ い黄 経 Imm以下の石交・長石含tl
良 好
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胚鉦 主 器

寅部
SD17 ヌァヘウケスリ

2ミ リ以下の石英・長石 角閃石含む
良 好

かfE主誘

寛部
SD17 ′OYRわ /4 1こ 心 いヽ褐

7 5YR5/4 1こ 八ミい褐 imm以 下 の 石 革・岳 石 合 す|
良 好

体生土器

底部
SD17

10YR5/4に ぶい黄褐 Imm以 下の石革・長石含お
良 好

胚生主器

自部
SD17 マメツ

'テ

ヘラケズリ 25Y5/2暗灰貢
7 5YR5/3 にら`いネロ Imm以 下の石英・長石含む

良

喜部
SD17

一７ 召頭 圧 10YR3/3湊 貢種

iOYR3/2 灰白 3mm以下の石英・長石含む
良

胚生土器

自部

言娘 l■ 7 5YR6/4 に心ヽい種

7 5YR6/4 にぶい橙 5mm以下の石英 長石含む
良

胚主 主 誘

貞部
SD17 者頭 l■

10VR7/3にぶ い昔 緒 2mm以 下の石英・長石含む
良

胚主 主語

貞音「
SD17 ′うYR7/3 1こ ふい種

75Y4/1 灰白 3mm以 下 の 石 革・再 石 合 お
良好

自音[
SD17

10YR6/4 1こぶい費縛 lmm以 下の石葉・長石合す
良

=言
[

SD17 ナデ 看頭圧

25Y7/2灰黄 mm以下の石薬・長石含t
良好

富部
SD17 2

ナテ 召頭 圧 10YR7/3に ぶい貢橙

,OYR7/2に ぶい黄橙 lmm以 下の石英・長石含む
良

車部

悟頸 L 将頭ナ テ 7 5YR7/4 1こ ぶい橙
10YR7/3に ぶい黄橙

やや粗

5mm以 下の石英 長石含む
長

胚主 主 希

寛部

ナ テ 版ナテ 10YR6/3にふい貢橙
10YR6/3にぶい黄橙 以下の石英 ,長 石含む

良好

胚主 主 器

寛部 10YR7/4に尽 い苦 清 mm以下 の 石 事・具 石 合 す|

良

宣部
SD17

7 5YR1 7/1 黒 imm以 下 の 石 葉 岳 石 角 PAq石 合 す|
良好

弥生上器

=部

SD17
25Y7/2灰黄 lmm以 下の石薬・長石含■|

良

体生土器

自部
SD17 マメツ マメッ 10YR8/3 浅貢橙

10YR7/2に ぶい責澄 lmm以 下の石英 長石含む
良好

=部

(26)
マメツ そメツ 7 5YR5/3に 示い褐

7 5YR5/4 にぶい褐 lmm以 下の石英・長石含む
長

胚主主器

富部
SDl (30)

ナテ ヌテヘラケスリ 10YR7/3に ふい貢種

7 5YR6/4 にぶい橙 以下の石英・長石含む
良

三日巾器

窪

ヨコンヽケ 5YR7/4 1こふい橙
7 5YR7/3 1こ ぶい結 lmm以 下の石英 長石含む

良好

■苫中蘇

不 ぶい緒 lmm以 下 の 石 革・長 石 合 す
良好

不
SDl

7 5YR6/4 にぶい簿 lmm以 下 の 石 薬・長 石 含 t
良

土師器

不

マメツ マメツ 10YR6/4に 示い貢種

10YR6/4に ぶい責橙

やや粗

2mm以 下の石英・長石含む
良

郷 践合痕

限ナデ 5YR5/6明 赤褐

5YR5/6明 赤褐

やや留

2mm以 下の石英・長石含む
良

奮即
杯

工
高

マメツ ヨコヘラケスリ 7 5YR6/6 種
7 5YR6/6 橙 lmm以 下の石英 長石含む

良

器帥

林

■

き
荀

ナテ

佼り痕・接合痕

10YR8/3

赫群
lmm以 下の石英・長石・雲母含む

艮

器帥

杯

■

一８
SDl オサ

篠り痛 7 5YR6/6 潜 m以下の石英・長石含む
良

=悟
中需

雪杯

ヨコヘフクスツ
を合痣 7 5YR8/3邊 音 精

良好

希帥

杯

工

一日
SDl (70)

5YR4/4 1こぶい赤掲 Imm以 下 の 石 要・長 石 含 ‡Ⅲ
良

器思贋

芸
」

(54)
回転ナデ 5Y6/1

5Y7/1
灰

灰白 lmm以 下の石英・長石含む
良

蓋

回転 ナデ 回転ナデ 75Y6/1
75Y7/1

灰

灰 lmm以 下の石英・長石含む
良好

品
明
製

令
土

SDl
ヘラケスリ 7 5YR3/3浅 貢橙

7 5YR8/3浅 黄橙 lmm以 下の石英・長石含む
良

高杯

マメツ

25YR5/8明 赤褐 lmm以 下の石英・長石含む
良

獅主 主 希

寛部 ,5YR6/3 1こぶい褐 lmm以 下 の 石 革・鳥 石 偽 関 石 合 お
良好

察思 希

筈
SD2( 」転 ヘフケス ツ・回転 ナ 7 」転 ナ 7

N6/0 灰 lmm以 下 の 石 葉・岳 石 合 お
良好

230 捌`笙 工 誘

簿
SD2(

10YR5/3にぷい黄褐 lmm以 下の石葉・長石・負閃石・章豊合よ、
良好

弥生主器

喧部

悟頭圧 5YR7/4「 こぷい橙
10YR7/2 1こぷい黄橙

やや粗

2mm以 下の石英・長石含む
良

土 師 器

不
(22)

マメツ マメツ 7 5YR7/4 にぶい橙

25Y8/2灰 自

や や密

lmm以 下の石英・長石含む
良好



番 号 器種 遺構名
法 重 (Cm,

特    徴
長  I 幅 厚

2〔 蛋ほ樹皮まで残る。わすかに刀ロエ娠が娠る。

W2 ミカン割材 SD17

4791      81 21

W5 坂材 4231     3
5501   4 華い板材 。わすかに刀ロエ煩娠る。

W7 〕ロエ痕認められないが,Vll状 に管出

番号 器種 遺構名 重量 (g) 特    徴
長 幅 厚

普部は鼓打による調整を行うが,刃部は未調整。
片面1■ 今面に最1離 ^藁面は細かい鼻‖離が認められる。S2 6 4と

SD6 7` 片面は全面に

S4 欠(^面 面より調整。

SD17 0 :す
^

面面より大きい調整を施す。

石 a 式^刃 部の調整は粗い、
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写真 1 試掘状況 (3Tr) 写真 2 試掘状況 (9Tr)

写真 3 機械掘削状況 写真 4 遺構検出状況

調査区北東部完掘状況 (北から )

写真 7 調査区南東部完掘状況 (北から)

写真 6 調査区東部中央完堀状況 (北西から)

.― ■ |―  ||||■ ■ |― ■ |■
―il■ ―

|― |・ |■ ||■ ■ ● ■ ● ■ ■ ■ ■ .

写真 8 調査区南東部完掘状況 (南から)



写真 10 調査区西部完掘状況 (南から)

調査区西部完掘状況 (北から) 写真 12 SBl半裁状況 (西から)

SBl完掘状況 (東から)

|■勇謗|

|ギ1舞ri
= ニー1坂工■.:慈重

写真 13

写真 15 SK8断面 (北から) 写真 16 SK8土器出土状況 (南から)



写真 17 SK8完掘状況 (南から)

写真 19 SP15土器出土状況 (南から )

写真 21 SDl完掘状況 (東から) 写真 22 SD2断面 (東から)

写真 24 SD3・ 4・ SB2断面 (東から)



写真 25 SD8完掘状況 (南西から)

写真 29 SD10断面 (南から)

(南西から)

ふ ―
t

l  ―1孫
凝|●

'

写真 26 SD9完掘状況

写真 28 SD10完掘状況 (南から)

写真 30 SDll完掘状況 (南から)

写真 31 SD15断面 (南から) 写真 32 SD15完掘状況 (南から)



写真 33 SD16・ 17完掘状況 (南東から) 写真 34 SD17南部断面 (南から)

写真 35 SD17南部完掘状況 (南から) 写真 36 SD17土器 32出土状況 (南から)

写真 37 SD17完掘状況 (南から) 写真 38 SD17中部断面 (南から)

写真 39 SD17土器 66出土状況 (南から)

 ヽ オ

生 ,ナ ,'

.=

ギ
士奪孝
li'ユ

フケ

烹

写真 40 SD17土器 37出土状況 (南から)



写真 42 SD17北部断面 (南から)

写真 43 SD17完掘状況 (南から)

彦

写真 44 SD17完掘状況 (北から)

写真 45 SD17完掘状況 (北東から) 写真 46 SD17掘削状況 (南から)

写真 47 SD17木器出土状況 (北から) 写真 48 SD17土器 69出土状況 (東から)



写真 49 SD17土器 126出土状況 (南から) 写真 50 SD17土器 149出土状況 (南から)

写真 51 SD17土器 213出土状況 (南から) 写真 52 SD17土器 89出土状況 (西から)

写真 53 SD20・ 23断面 (北から) 写真 54 SD24断面 (東から)

写真 55 墳礫 1。 2断面 (東から) 写真 56 墳礫 4断面 (東から)
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写真57 松林遺跡出土遺物①



写真58 松林遺跡出土遺物②



写真59 松林遺跡出土遺物③



写真60 松林遺跡出土遺物④



ヽ

Ｓ７

写真61 松林遺跡出土遺物⑤
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